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例　　言

１�　本書は、三重県伊賀市上野丸之内に所在する上野城跡第13次（藤堂新七郎屋敷跡）の発掘調査報告書
である。

２　この調査は、平成24年度伊賀警察署丸之内交番建築工事に伴い、記録保存を実施したものである。
３　発掘調査および報告書作成は、次の体制で行った。
　調査主体　　三重県教育委員会
　調査担当　　三重県埋蔵文化財センター
　　　　　　　調査研究１課　主幹　伊藤裕偉　主査　谷口文隆　技師　相場さやか
４�　調査にかかる諸費用は、三重県警察本部が負担した。平成25年度の予算は、県警察警察本部から県教

育委員会経由で、県埋蔵文化財センターの執行委任事務として処理した。
５　本報告の基となる記録類および出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。
６　本書の作成にあたっては、下記の方々から有益な助言を頂いた。記して謝意を表するものである。
　石尾和仁（徳島県教育委員会）　畑中英二（滋賀県教育委員会）　藤澤良祐（愛知学院大学）　
　堀内秀樹（東京大学）　吉田和彦（大分県杵築市教育委員会）
７　当報告書の作成業務は当センター調査研究１課が行った。報告文の作成と編集は伊藤が行った。

凡　　例
＜地図類＞
１�　本書で使用した地図類は、国土地理院発行の1/25,000地形図、2006三重県共有デジタル地図（平成23

年測図）、これらの地図は、全て世界測地系（測地成果2000）に対応している。
２�　2006三重県共有デジタル地図は、三重県市町総合事務組合の承認を得て使用した（承認番号；三総合

地第93号）。
３�　調査区は国土座標系での表示はしていない。挿図の方位は、工事図面から割り出した真北を示した。

なお、磁針方位は西偏７°00′（平成17年）である。
＜遺構類＞
４�　現地土壌の色調と土質は、小山正忠・竹原秀雄編著『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社　1967

年初版、2003年第23版）を基準に、調査担当者が現地で目視した状況による。
５　当報告書での遺構は、全体で通番としている。
６　遺構番号の頭には、見た目の性格によって、以下の略記号を付けている。
　ＳＢ‥‥建物　ＳＦ‥‥焼土坑　ＳＫ‥‥土坑　ＳＺ‥‥落ち込み、性格不明遺構　pit‥‥柱穴ほか
７　遺構は、調査時に付加した遺構番号を踏襲している。
＜遺物類＞
８�　当報告での遺物実測図類は、その大部分を実物の1/4で示したが、一部についてはそれ以外の縮尺のも

のもある。
９�　実測図のうち、上下の外郭線（口縁部・底部など）に切り目を入れているものは、残存が少ない（1/12

以下）が、既存事例に基づきおおよその大きさを推測して示したものである。
10　当報告書での用語は、「わん」は「碗」に統一している。
11　遺物観察表は、以下の要領で記載している。
　番号‥‥‥挿図掲載番号である。
　実測番号‥‥‥実測段階の登録番号である。
　様・質‥‥‥「土師器」「須恵器」といった区分をここに示した。
　器種など‥‥‥遺物の器種を示す。
　遺構・層名‥‥‥遺物の出土した遺構や層名を記した。
　法量（㎝）‥‥‥�遺物の法量を示す。（口）は口縁部径、（底）は底部径、（体）は体部径を示す。なお、数値は

それぞれの部位の最大径であり、内法や、実測段階での「接地点」ではない。
　調整・技法の特徴‥‥‥�主な特徴を外面（外；）・内面（内；）で示した。「Ａ→Ｂ」はＡの後にＢが施さ

れたことを示す。
　胎土‥‥‥小石等の混和材を除いた素地の緻密さを「密～粗」で区分した。
　色調‥‥‥その遺物の代表となる色調を記載した。表記は、前掲『新版標準土色帖』に拠る。
　残存度‥‥‥�指示部位を12分割した際の残存度を示した。6/12は約半分、12/12は全体が残っていること

になる。
　特記事項‥‥‥遺物の特徴となるその他の事項を記した。
＜写真図版＞
12　挿図と写真図版の遺物番号は、遺物実測図の番号と対応している。
13　遺物の写真図版は、特に断らない限り縮尺不同である。
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Ⅰ　調査の契機・経過と行政的諸手続

１　調査の契機と協議経過

ａ　総説

　ここで報告する上野城跡（第13次）藤堂新七郎屋

敷跡は、平成24年度伊賀警察署丸之内交番建築工事

に伴い、平成24年度に発掘調査（記録保存）を実施

したものである。事業主体および実施機関は三重県

警察本部で、調査を三重県埋蔵文化財センター（以

下、当センター）が実施した。

ｂ　協議の経過

　当センターでは、三重県県土整備部公共事業運営

課および県教育委員会事務局社会教育・文化財保護

課とともに、次年度実施予定の公共事業照会を実施

している。これは、次年度（およびそれ以降）に実

施予定の公共事業を隈無く把握することにより、文

化財保護に遺漏なく、かつ、円滑な公共事業を推進

するために実施しているものである。

　三重県警察本部会計課（以下、県警）より、伊賀

警察署丸之内交番の新築にかかる事業案件が提示さ

れたのは、平成23年度秋に実施した次年度実施予定

公共事業照会の段階である。この事業は、伊賀市役

所敷地内にある丸之内交番を、市役所建物の新築工

事に伴い、撤去・移動する必要からのものであった。

　文化財保護法による文化財としての上野城跡は、

国指定史跡範囲である内堀よりも内側のエリアと、

周知の埋蔵文化財包蔵地として範囲が示されている

内堀の外から外堀の内側にかけてのエリアとに区分

される。今回の案件は後者の範囲にあたる。

　このことを踏まえ、当センターと県警とで当遺跡

の保護協議を重ねた。新築工事を平成24年度末まで

に完成させる必要があること、併せて既存の丸之内

交番を撤去する必要のあることなどが示された。そ

こで当センターは、基礎打ち込みによって地下遺構

の破壊される場所のみを調査対象とすること、調査

は、工事にあたっての立会形式とすることとし、平

成24年11月上旬に実施することとした。

２　発掘調査の経過と法的措置

ａ　調査の状況

　当該事業にかかる発掘調査は、調査面積が少ない

ことから、工事と併行して実施する「工事立会」形

式（現物供与）とした。ただし、遺構掘削や記録作

業は通常の発掘調査と変わらないものとすることで

県警と合意した。

　発掘調査にあたっては、当該建築工事の受注業者

である株式会社丸山建設が土工部門の管理を行った。

　発掘調査は、掘削排土の関係から、平成24年11月

５日と同７日の２日間で実施した。最終調査面積は

45㎡である。

ｂ　発掘調査の普及・公開

　発掘調査が工事立会形式であったため、発掘調査

後の現地説明会は開催できなかった。調査成果の一

部は、県公共事業にかかる発掘調査の成果報告会で

ある「おもろいもん出ましたんやわ＠三重2012」

（平成25年３月９日に開催）で、当遺跡出土資料の

展示を行った（写真２）。

ｃ　文化財保護法等にかかる諸通知

　発掘調査にかかる文化財保護法（以下、「法」）の

諸通知は、以下により行われている。

・法に基づく三重県文化財保護条例第48条第１項（県

教育長あて県警察本部長通知）

　平成24年９月18日付、会発第597号

写真1　調査風景
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・遺失物法にかかる文化財の発見・認定通知（伊賀警

察署長あて県教育長通知）

　平成25年１月18日付、教委第12-4424号

３　発掘調査と記録の方法

ａ　掘削の方法

　上野城跡藤堂新七郎屋敷跡では、表土（砕石ほ

か）および近代以降と考えられる盛土層の、おおよ

そ150㎝を重機で除去し、その後に遺構検出のための

削り込みと遺構掘削を人力で行った。包含層に相当

する層は無い。

ｂ　地区設定と遺構番号

　今回の調査は、建物基礎部分と浄化槽埋設部分の

２ヶ所である。建物基礎部分は、第１図のように東

西・南北方向のトレンチ状を交差させたような状態

である。表土掘削の進捗にあわせ、Ａ～Ｆの６区に

区分した。浄化槽埋設部分はＧ区とした（第１図）。

　事業地内の小地区割りは、調査区が狭かったため

に行わなかった。

　遺構は、調査区内を通じて通番とした。

ｃ　出土遺物の回収

　出土遺物は、出土遺構と出土年月日を記載した専

用のラベルを現地で付与した。また、小地区割りを

行っていないため、遺構に伴わない遺物は出土地点

がわかる表記を与えた。遺物類は当センターへ搬送

し、洗浄などの作業を行った。

ｄ　遺構図面

　遺構検出段階で、略測図（遺構カード）を作成し

た。遺構が少なかったため、遺構カードはメモ的な

ものである。

　発掘調査終了後に、調査区全体の実測図を作成し

た。調査区の平面図は1/20で作成した。調査区の土

層図は南壁面および西壁面を採録した。特徴的な遺

構については、1/10スケールの平面・断面図を作成

した。

ｅ　遺構写真

　遺構関連の写真に関しては、全て35㎜版にて撮影

した。それぞれのフィルムは、白黒とスライドを同

時に撮影した。また、デジタル画像も適宜撮影した。

写真２　おもろいもん出ましたんやわ＠三重2012開催風景
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４　整理作業とその方法　

ａ　遺物類の整理

　発掘調査現地から当センターへ出土遺物を搬送し

た後に、洗浄・注記・接合作業を実施した。

　出土遺物は、発掘調査担当者が報告書掲載用遺物

と未掲載遺物に区分した。報告書掲載遺物について

は、実測図を作成した。未掲載遺物は袋詰めにし、

整理箱に収納した後に、専用収蔵庫へと搬入した。

報告書掲載遺物については、それぞれ１枚づつラベ

ルを付加し、収蔵後の混乱を避けている。

　出土遺物は、整理の結果をもとに、報告書掲載分

および参考資料としての保管分（Ａ遺物）と、報告

書未掲載分（Ｂ遺物）とに区別して保管している。

ｂ　図版作成と遺物写真撮影

　実測図等が完成した遺物類は、報告書作成のため

の観察や図版作成を行った。これらの遺物類は、報

告書掲載順に収蔵し、報告書完成後の利活用に備え

た。また、実測図そのものも、記録保存の一環とし

て保存している。

　報告書掲載遺物は、報告書用の写真を６×７版

（ブローニー）で撮影した。遺物写真の撮影は、報

告書掲載資料全てではなく、掲載資料のうちの主立

ったものとした。

　報告書用に作成した原稿・図版類は、報告書完成

後に廃棄した。

ｃ　記録類

　発掘調査にかかる記録類には、調査関連図面（遺

構配置図、平面図、土層断面図など）、調査日誌、

写真類がある。これらは、所定の番号を与え、当セ

ンター専用収蔵スペースで保管している。

第 11・12次調査区

第 13次調査区
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野
城
跡
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埋
蔵
文
化
財
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地
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範
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国史跡上野城跡範囲

国史跡崇廣堂範囲

上野城下町遺跡（埋蔵文化財包蔵地）

城代家老屋敷跡

本丸跡

0 400ｍ

第２図　上野城跡の史跡・埋蔵文化財包蔵地範囲とこれまでの主要調査地点
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１　位置と地形

　上野城跡は、行政上は三重県伊賀市上野丸之内を

中心とした地に位置する。伊賀市と名張市を含めた

この地域は「伊賀地域」と呼ばれている。「伊賀盆

地」の名でも知られているように、山に取り囲まれ

た盆地地形をなしている。

　伊賀盆地を形成するのが、当地を流れる服部川と

木津川である。服部川には上野城跡の北約１㎞で柘

植川が合流し、服部川も上野城跡の北西約２㎞で木

津川と合流する。木津川はその後、京都府南部から

淀川となり、大阪府を経て大阪湾へと注ぐ。すなわ

ち三重県域の西部に位置する伊賀市は、淀川の水系

に含まれる。これによって、県域東部の伊勢平野部

や県域南部の熊野灘沿岸部とは明らかに異なった地

理的環境を有しているのが伊賀地域なのである。

　上野城跡のある木津川・服部川流域は、伊賀盆地

のなかでも北部にあたるため、伊賀北部地域とも呼

ばれる。伊賀北部地域は、有史以前には古琵琶湖が

広がっていた地域で、流域各地で300万年ほど前の足

跡化石（ゾウなど）が確認されている。

　上野城跡は、木津川と服部川に挟まれた台地上に

あたる（以下、「上野台地」と呼称）。城跡最高所の

標高は185ｍほどあるが、上野市街地の広がる城跡

裾部分の標高は145～150ｍほどである。周辺水田域

の標高が135ｍ前後で、その境は比較的急峻な段丘

崖となっている。

２　歴史的環境

　当遺跡をとりまく諸環境について、既存の調査や

資料をもとに概観する。

ａ　古墳時代以前の伊賀北部地域

　服部川を通じた近畿地方とのつながりは、古代以

前でも見られる。弥生時代の土器を見ると、東海地

域との共通性よりも大和・山城・近江といった近畿

地方との関係の方がはるかに強い。代表的な弥生時

代遺跡としては、小芝遺跡（前・後期）、山ノ川遺

跡（後期）、印代東方遺跡群（中・後期）、森脇遺跡

（中期）などがある。伊賀の弥生時代としては、拠

点となるような大規模遺跡が未だ明確ではなく、各

期に遺跡が散在する状況と考えられている。

　古墳時代では、前期古墳として三角縁三神二獣鏡

の出土で知られる山神寄建神社古墳がある。中期に

なると、全長約180ｍの御墓山古墳を筆頭に、外山

１号墳・鷺棚１号墳などの前方後円墳が造成され

る。御墓山古墳は伊賀最大の前方後円墳である。中

期前方後円墳が集中するのも伊賀北部地域の特徴で

ある。

　古墳時代後期の代表的な古墳に、勘定塚古墳があ

る。この古墳は損壊著しいが、玄室幅3.6ｍの巨大

な横穴式石室を有している。このように、伊賀北部

地域、なかでも柘植川の北岸地域は、古墳時代を通

じ、極めて重要な地として認識されていたと考えら

れる。

　この一方、服部川南岸部にあたる上野台地の遺跡

展開は今ひとつよく分かっていない。これは、上野

城および城下町が広く形成されていたことにより、

遺跡の分布がよく分かっていないことに起因してい

る。それでも断片的な資料から、当地の状況はわず

かながら確認できる。

　上野城跡の北東部には、伊予之丸古墳群がある。

５世紀中葉から後半にかけての古墳が複数基あり、

中には四禽鏡を伴う古墳があった。この他では、上

野城下町遺跡東ノ竪町筋第１～４次調査で円筒埴輪

片、上野城下町遺跡農人町調査区で円墳２基が確認

されている。これらの状況から、現在では削平され

ているものの、上野台地上には数多くの古墳・古墳

群が存在していたと考えられる。

ｂ　古代の伊賀北部地域

　古代の伊賀北部地域は、伊賀国阿閉郡にあたる。

この時期の当地を考える上で重要なポイントは、官

道と伊賀国府、そして駅家である。

　五畿七道の制が実施されて以降、伊賀国は東海道

に含まれる。なかでも伊賀国は、東海道の最西端

（つまり最も畿内に接した位置）にあたり、その玄

関口である。

Ⅱ　遺跡と周辺の諸環境
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第３図　上野城跡の位置と周辺の遺跡（国土地理院１: 25,000『上野』『伊勢路』『月ヶ瀬』より）
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　「道」そのものの観点からすれば、平安時代前期

の仁和２（886）年以降の東海道は、平安京（京都）か

ら近江・鈴鹿峠を経て伊勢北部へと至るルートとな

ったが、それ以前の東海道（以下、「初期東海道」

とする）は伊賀北部を経由していた。現在の伊賀市

外山地区で確認された伊賀国府跡は、初期東海道の

沿線で、それに北接して造成されたと考えられる。

初期東海道沿いには、伊賀国府跡の南部に広がる外

山遺跡群、その西方に位置する三田廃寺のほか、井

戸地遺跡・北門遺跡などの古代集落遺跡・寺院跡が

多く見いだされる。

　伊賀国府跡の南方約1.5㎞には、伊賀国一宮であ

る敢国神社があり、さらにその南方３㎞には伊賀国

分寺・国分尼寺（長楽山廃寺）がある。この３者は

概ね一直線上にあり、国府～一宮～国分寺という、

国府中枢域の主軸の有り様が見て取れる。

　さて、木津川・服部川合流地点の北部には、初期

東海道に伴うと考えられる駅家の存在が有力視され

ている。この付近は、『和名類聚抄』では阿閉郡新

居郷にあたる。『続日本紀』和銅四（711）年一月丁未

（２日）条には官道に駅家を設置する内容が書かれ

ている。そこには、岡田駅（山城国相楽郡、現在の

京都府木津川市木津大谷、岡田国神社付近）、山本

駅（山城国綴喜郡、現在の京都府京田辺市三山木）

などとともに、「伊賀国阿閉郡新家駅」の記載が見

られる。山本駅は山陽道に伴う駅家と考えられてい

るので、平城京－岡田駅－新家駅のルートが初期東

海道のルートと見られる。

　伊賀国新家駅は、かつての新居郷地内である現在

の伊賀市東高倉周辺と考えられている。残念ながら

その地は、未だ特定には至っていないが、近年では

官舎遺跡がその有力候補地として注目されている。

また近年調査をした古屋敷遺跡（東高倉）から官舎

遺跡にかけては「古道」とされる地割が見られ、初

期東海道との関係が注目されている。

ｃ　中世の伊賀北部地域

　平安時代後期から鎌倉時代にかけての伊賀北部地

域では、各地で荘園が増加する。伊賀といえば東大

寺領荘園が著名だが、伊賀北部では興福寺・春日社

領を含む摂関家領や六条院領などの院宮王家領が目

立つ。平安時代末期には服部川中流域の六条院領平

田荘が平氏の拠点となり、平氏宿老の平家貞の子息

である平田家継らが勢力を振るった。

　この一方、宗教的な要地もこの時期に増える。浄

土信仰の進展に起因すると見られる補陀洛寺や、そ

れと相俟った熊野信仰の進展を示すと見られる高倉

神社の造立もこの時期に遡ると考えられる。また、

大光寺・妙覚寺といった『西大寺諸国末寺帳』に記

載される律宗系寺院のほか、仏土寺などの大規模寺

院もこの時期に増加していると考えられる。

　南北朝期の抗争を経て室町戦国期には、当地にも

足利幕府の影響が及ぶ。14世紀中葉に全国に造立さ

れた安国寺は、三田廃寺の北方約0.8㎞の地に造立

された。

　伊賀国には守護として仁木氏が入部した。伊賀国

は他地域に比べて比較的独立性の高い小規模領主層

が多かったためか、室町期守護による地域支配はあ

まり進展しなかったとされる。服部川北岸部の上山

氏館跡が室町期伊賀守護の館とされている。

　上山氏館跡を含めた伊賀北部地域では、「土符」

と呼ばれる独特の遺物が集中して確認されている。

土符は、年月日・花押のほかに「米」などの文字が

刻まれた状態で焼かれた陶器質の焼き物で、15世紀

代を中心とした時期に集中することから、伊賀守護

も関与した、伊賀北部地域を中心とした徴税に関わ

る遺物として注目されている。

　このように、中世後期（室町戦国期）の伊賀北部

では、柘植川北岸地域が前代より継続して当地の中

枢として機能していたと考えられる。

　上野台地では、後に上野城跡が築かれる位置に

「平楽寺」という大規模寺院があったとされる。こ

の寺院は、『三国地志』（近世後期刊）に拠ると後白

河相国（平清盛）の創建といい、戦国末期の天正伊

賀の乱（1581年）と呼ばれる騒乱では、伊賀国人がこ

こで軍議を開いたとされている（『勢州軍記』近世

前期刊）。

ｄ　近世以降の伊賀北部地域

　織豊期から江戸期にかけての近世に至ると、上野

台地上での動向が際だってくる。豊臣政権期に伊賀

へ入部した筒井氏は、伊賀上野城の前身を築造する。

関ヶ原の戦いを経て、藤堂高虎が徳川政権から伊賀

国を拝領する。藤堂氏は、筒井氏時代の上野城を大
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改修した。現在我々が目にする上野城のアウトライ

ンは、ほぼ藤堂高虎段階のものである。また、城下

町整備も同時並行で進められ、伊賀国の中枢へと発

展していった。

　近世の上野城下町は、明治から昭和初期の上野

町、昭和16年から平成６年までの上野市、平成６年

から現在までの伊賀市の中心市街地へと移り変わっ

た。現在の中心市街地の淵源が近世の城下町整備に

あることを明確に物語っている。

３　上野城跡と城下町

ａ　上野城と城下町

　上野城と城下町に関する研究は、文献史料を中心

とした久保文武氏や藤田達生氏らの研究、歴史地理

学的な検討をした松山宏氏のほか、福井健二氏によ

る近世絵図の研究など、数多くの研究がある。これ

らの研究を総合すると、上野城と城下町については、

次のような経緯と傾向が窺われる。

①上野城の城郭は、文禄年間（1592～96）頃に、豊臣

秀吉配下の筒井定次によって築城された。

②筒井氏に替わり、徳川政権から伊賀国を拝領した

藤堂高虎が、慶長16（1611）年に上野城跡の大改修を

開始した。

③城郭は、上野台地北端部の高所を中心に本丸を築

き、内堀を巡らせている。

④本丸の西に御殿、南に家臣団屋敷を配し、その外

郭に外堀を巡らせている。

⑤外堀の南面を中心に城下町が展開する。城下町の

町筋は矩形を連続する形態で、曲線はほとんど用い

られていない。

⑥城下町は、南北筋よりも東西筋が重視されている。

ｂ　該当遺跡と発掘調査履歴

　遺跡としての上野城跡・上野城下町は、上野城跡

が３種類、上野城下町遺跡が１種類の、合計４種類

に区分されている。この区分は行政的なもので、必

ずしも遺跡の本質に関わるものではない。行政的な

発掘調査は、この区分に従って実施されているため、

以下ではそれぞれの履歴を見ていく（第２図参照）。

国史跡上野城跡　上野城跡の内堀内部は国指定史跡

の範囲である。ここで実施される発掘調査は、「国

史跡上野城跡第○次」として整理されている。

　この範囲での発掘調査は、『史跡上野城跡保存整

備基本計画』（1998年、上野市）に基づいて実施さ

れる計画調査のほか、史跡現状変更に伴う断片的な

緊急調査が実施されている。

　発掘調査は、平成11年度から平成21年度までの間

に合計16次が実施されている。主に城代家老屋敷を

中心に計画調査が実施され、本丸天守台付近での調

査履歴は無い。これ以外にも、上記した小規模現状

変更に伴う工事立会などが実施されている。

国史跡崇廣堂跡　内堀の外、外堀の内側にあたる部

分で、広義の上野城内部に相当する。崇廣堂は文政

４（1821）年に造成された藩校で、それ以前の絵図を

見ると、渡辺内膳や藤堂孫八郎といった名が見える、

武家屋敷の一角であった。

　発掘調査は平成元年度から平成19年度までの間に

合計８次が実施されている。これら複数次の調査に

より、崇廣堂期の建物や便所などが確認されている。

なお、史跡の調査という限定もあり、それ以前の武

家屋敷地段階の状況はよく分かっていない。

上野城跡　外堀の内側に相当する範囲から、国史跡

上野城跡と国史跡崇廣堂跡部分を除いた範囲が、埋

蔵文化財包蔵地でいう「上野城跡」である。

　遺跡内の開発行為に関しては、伊賀市（旧の上野

市）によってその都度対応されているが、ある程度

まとまった発掘調査は、国史跡崇廣堂跡の東に隣接

する「武場」と呼ばれる位置と、伊賀鉄道上野市駅

前のターミナル建設に伴う東大手門付近での調査に

集中する。それ以外では、藤堂式部屋敷跡で若干の

調査があるに過ぎない。

　発掘調査は平成８年度頃からはじまり、平成24年

度までの間に13次の調査がある。第11・12次調査で

は、外堀の石垣が確認されている。なお、これ以外

にも、遺跡内の小規模開発に伴う工事立会は多く実

施されている。

上野城下町遺跡　上野城外堀の外側が埋蔵文化財包

蔵地でいう「上野城下町遺跡」である。上野城下町

遺跡の範囲は、近世絵図に表示されている範囲が示

されている。

　平成９年度から工事立会や発掘調査が実施されて

いる。調査次数は付加されていない。伊賀市（旧の

上野市）によってその都度対応されているが、ある
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程度まとまった発掘調査は少ない。その中で、野崎

新平下屋敷跡調査地点からは、18世紀前半頃のまと

まった土器類が出土しており、注目できる。また、

農人町調査区からも、18世紀代以降のまとまった土

器類が出土している。これらのことから、城下町の

整備は17世紀代はそれほど大規模では無く、18世紀

に入ったあたりから次第に充実してくる傾向が窺わ

れる。

ｃ　藤堂新七郎とその屋敷

　今回の調査対象地となった藤堂新七郎屋敷の主で

ある、藤堂新七郎について触れておく。

　藤堂新七郎は、伊賀に入部した藤堂高虎の重臣で

ある。初代は良勝といい、高虎の従兄弟にあたる。

歴戦の強者として高虎から厚い信頼を受けていた。

慶長20（1615）年に勃発した大坂夏の陣にも出陣する。

旧暦５月６日に発生した八尾若江の戦いで長宗我部

盛親軍の猛攻を受け、激戦の末に討死した。

　良勝の家系は代々新七郎を名乗っている。津藩伊

賀付の家臣団としては、藤堂新七郎家は城代家老に

次ぐ5,000石を給付されていた。

　なお、松尾芭蕉は、２代目・良精の嗣子（初代良

勝の実子）であった良忠に仕えている。

　藤堂新七郎屋敷は外堀の内側、東大手門の北西に

位置する。本丸南側に広がる広大な空き地（馬場）

に面した場所にあたる。寛永期頃の絵図では、外堀

の東面外側に藤堂玄蕃とともに長大な下屋敷を有し

ており、上野城下における新七郎家の重要性が知ら

れる。
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第１表　上野城跡・上野城下町遺跡の調査履歴

国史跡上野城跡
次数 調査地点 面積 調査機関 調査年度 文献

１次 復興天守東側 86 上野市教委 1996 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報４（1997年）』1998

２次 枡形虎口・表門ほか 20 上野市教委 1999 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報６（1999年）』2000

３次 城代家老屋敷表門 68 上野市教委 1999 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報６（1999年）』2000

４次 内堀西側 10 上野市教委 1999 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報６（1999年）』2000

５次 城代家老屋敷玄関ほか 300 上野市教委 2000 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報７（2000年）』2001

６次 城代家老屋敷 615 上野市教委 2001 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報８（2001年）』2002

７次 城代屋敷南東側空堀跡 40 上野市教委 2002 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報９（1997年）』1998

８次 城代家老屋敷 700 上野市教委 2002 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報９（2002年）』2003

９次 城代家老屋敷北 8 上野市教委 2002 伊賀市教委『伊賀市文化財年報４（2007年）』2008

10次 城代家老屋敷 350 上野市教委 2003 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報10（2003年）』2004

11次 元作事小屋 - 上野市教委 2004 伊賀市教委『伊賀市文化財年報１（2004年）』2005

12次 城代家老屋敷 400 伊賀市教委 2004 伊賀市教委『伊賀市文化財年報１（2004年）』2005

13次 城代家老屋敷台所門・表門 190 伊賀市教委 2005 伊賀市教委『伊賀市文化財年報２（2005年）』2006

14次 城代家老屋敷表門 110 伊賀市教委 2006 伊賀市教委『伊賀市文化財年報３（2006年）』2007

15次 城代家老屋敷台所門西石垣 200 伊賀市教委 2007 伊賀市教委『伊賀市文化財年報４（2007年）』2008

16次 城代家老屋敷台所門西石垣上 120 伊賀市教委 2008 伊賀市教委『伊賀市文化財年報５（2008年）』2009

17次
城代家老屋敷台所門南側城内道
及び石垣裾部

6 伊賀市教委 2009 トレンチ調査

18次 城代家老屋敷台所門周辺 - 伊賀市教委 2010 石垣修復に伴なう立会調査

19次
城代家老屋敷大納戸蔵及び台所
門東側

125 伊賀市教委 2011 大納戸蔵の範囲確認・台所門小部屋調査

20次 城代家老屋敷台所門東側 85 伊賀市教委 2012 台所門北側・小部屋調査

上野城跡
次数 調査地点 面積 調査機関 調査年度 文献

１次 南面内堀 300 上野市教委 1996 上野市教委『上野城跡発掘調査報告』1997

２次 崇廣堂武場・武家屋敷 450 上野市教委 1999 上野市教委『上野城跡（２次）発掘調査報告』2000

３次 崇廣堂武場・武家屋敷 116 上野市教委 2000 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報７（2000年）』2001

４次 崇廣堂武場・武家屋敷 580 上野市教委 2001 上野市教委『上野城跡（４次）発掘調査報告』2002

５次 崇廣堂武場・武家屋敷 147 上野市教委 2001 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報８（2001年）』2002

６次 屋敷地 20 上野市教委 2002 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報９（2002年）』2003

７次 芝の手 4 上野市教委 2002 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報９（2002年）』2003

８次 屋敷地 40 上野市教委 2004 伊賀市教委『伊賀市文化財年報１（2004年）』2005

９次 屋敷地と外堀の間 28 伊賀市教委 2008 伊賀市教委『伊賀市文化財年報５（2008年）』2009

10次 藤堂式部屋敷 150 伊賀市教委 2008 伊賀市教委『伊賀市文化財年報５（2008年）』2009

11次 東大手門・外堀 1,240 伊賀市教委 2009 伊賀市教委『上野城跡（11次）発掘調査報告』2010

12次 東大手門・外堀 224 伊賀市教委 2010 伊賀市教委『上野城跡（12次）発掘調査報告』2011

13次 藤堂新七郎屋敷 45
県埋文セン
ター

2012
三重県埋蔵文化財センター『上野城跡第13次（藤堂新七郎屋敷跡）
発掘調査報告』2014（本書）

14次 屋敷地（産業会館跡地） 10 伊賀市教委 2012 伊賀市教委『伊賀市文化財年報９（2012年）』2013

15次 扇ノ芝東部 5 伊賀市教委 2013

国史跡旧崇広堂
次数 調査地点 面積 調査機関 調査年度 文献

１次 崇廣中学校特別校舎跡地 380 上野市教委 1990 上野市教委『国史跡旧崇廣堂発掘調査報告』1994

２次 母屋台所 100 上野市教委 1992 上野市教委『国史跡旧崇廣堂発掘調査報告』1994

３次 北控所周辺 23 上野市教委 1994 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報７』2001

４次 東土塀及び南土塀周辺 350 上野市教委 1996 上野市教委『国史跡旧崇廣堂（４～７次）発掘調査報告』2000

５次 表門・思斉舎 111 上野市教委 1997 上野市教委『国史跡旧崇廣堂（４～７次）発掘調査報告』2000

６次 旧管理棟 107 上野市教委 1997 上野市教委『国史跡旧崇廣堂（４～７次）発掘調査報告』2000

７次 土蔵 54 上野市教委 1999 上野市教委『国史跡旧崇廣堂（４～７次）発掘調査報告』2000

８次 中土塀側溝 17 伊賀市教委 2007 伊賀市教委『伊賀市文化財年報４（2007年）』2008

上野城下町遺跡（主要調査のみ）
調査地点 面積 調査機関 調査年度 文献

立会 魚町（東ノ竪町筋） 300 上野市教委 1998 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報５（1998年）』1999

調査 上野田端町第１地点 230 上野市教委 1998
上野市教委『上野城下町遺跡発掘調査報告―野崎新平下屋敷跡
―』1999

調査
上野徳居町第１地点（喜多忠兵衛
屋敷）

110 上野市教委 1999 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報６（1999年）』2000

調査
上野相生町第１地点（１次）（入交
家）

36 上野市教委 2003 上野市教委『上野市埋蔵文化財年報９（2002年）』2003

調査 上野西大手町第１地点 140 伊賀市教委 2008 伊賀市教委『伊賀市文化財年報５（2008年）』2009

調査 上野忍町第３地点（赤井家） 60 伊賀市教委 2013

調査
上野東町～上野恵比寿町（東ノ竪
町筋）

995
県埋文セン
ター

2000～2005
三重県埋蔵文化財センター『上野城下町遺跡発掘調査報告―東
ノ竪町筋（第１～４次）―』2006

調査 農人町 383
県埋文セン
ター

2012・2013
三重県埋蔵文化財センター『上野城下町遺跡（第５次）発掘調査
報告』2014
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Ⅲ　調査の成果～層位と遺構

１　調査区の地形と層位

ａ　調査地の地形

　調査地は、伊賀市上野街地のほぼ中央、伊賀市役

所とは国道163号を挟んで南側にあたる。上野城跡の

外堀よりも内側にあたるところで、後述のように藤

堂新七郎家の屋敷跡に相当する。

　上野城跡は服部川南岸の低丘陵頂部に築かれた近

世城郭で、城郭構築段階に各所を整地していると考

えられる。調査地も、上記のことから基本的には丘

陵上にあたるが、細かく見れば削平地にあたるのか、

それとも盛土の地点にあたるのかは、肉眼観察では

判然としない。

　なお、当地の標高は約151ｍである。服部川に近い

現況水田部は標高134ｍ程度なので、その比高差は

15ｍほどである。

ｂ　調査区の基本層位

　当地の層位を第５図に示した。東西方向はＡ区南

壁を、南北方向はＢ区西壁を採録した。

　現況地表はアスファルトおよび砕石で覆われてお

り、調査時点ではアスファルトは除去されていたた

め、砕石表層となっている（第１層）。その直下に

あたる混礫暗褐色土層も（第２層）もそれほど古く

はない現代に形成されたものと考えられる。第１・

２層だけでで50～60㎝ほどの盛土となっている。

　３～10層も基本的に盛土である。黒褐色系の粘土

が中心となる。粘土とシルト質の層が見られる。そ

れほどの締まりは無い。８層を中心に遺物が見られ

るが、近現代のものが主体であるため、これらの層

も上野城以降に形成されたと考えられる。

　11～13層は上野城に伴う整地層と見られる。シル

ト質粘土層および粘土層からなる。遺物の含有量は

多くない。整地層は、基盤の比高が高い調査区南西

部で約30㎝、基盤が下降する調査区東部では70㎝近

く見られる。

　15層が当地の基盤層にあたる。黄褐色系粘土層で、

上記のように調査区南西部では高く、調査区東部で

は低い。また、調査区北部でもやや低くなっている。

調査区北部は上野城本丸側であるが、当地の調査結

果からは、本丸までの間に小規模な谷地形の存在す

ることが推察できる。基盤層上面の標高は、調査区

南西部で約150.2ｍである。

　なお、黄褐色系粘土の下約50㎝からは、淡青色の

細砂質シルト層がある。この層は非常に硬質で、後

述の基礎固め杭はこの層に打ち込まれている。

　以上、調査区の層位状況を見た。この結果から、

調査区の位置は上野城造成時に盛土がなされたエリ

アで、小規模な谷が隣接していたと考えられるに至

った。

２　検出した遺構

ａ　概況

　検出した遺構は、ピット・土坑・瓦敷き土坑・焼

土坑・落ち込みなどがある。いずれも基盤層（第15

層）上面にて確認している。第４図に全体配置図、

第６図に主要部分の遺構図、第７図に個別遺構図を

掲載した。以下、個々の遺構を概説する。

ｐｉｔ２（第６・７図）　調査区中央のＣ・Ｄ区交点

付近で検出した遺構である。長辺65㎝・短辺50㎝の

方形掘形内に、角材を据え付けたもので、建物を構

成する柱穴と考えられる。角材は加工されており、

下面には が見られる。柱材か梁材などに用いられ

たものが転用されたと考えられる。

　所属時期は、出土遺物が少ないため明確にはし得

ないが、概ね18世紀代のものと考えられる。

ｐｉｔ３・６（ＳＢ７）（第６・７図）　調査区中央

のＤ区で確認した遺構である。形状と構成要素の類

似、および２基が並ぶ東西方向が屋敷地割と合致す

ることから、この２基はひとまとまりの建物を構成

する柱列基礎にあたると考えられる。したがって、

この２基の柱穴をもってＳＢ７とする。

　柱穴掘形は、いずれも東西方向に長い長方形で、

pit３は長辺110㎝・短辺70㎝以上、pit６は長辺130

㎝・短辺50㎝以上である。ともに掘形中央に直径15

㎝前後の丸太杭を４本打ち込んでいる。杭は柱掘形

底面を突き抜け、基盤層下部にある硬質の砂層に達
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している。丸太杭は、検出面から約90㎝下まで確認

できる。

　４本の丸太杭は、基礎（礎石）を支えるために打

ち込まれたもので、現代のパイル工法の前身ともい

える構造と考えられる。

　pit３とpit６の間は約480㎝で、これはおおよそ

一丈六尺（丈六）に相当する。丈六の柱間を備え

た、かなり大型の建物基礎と考えられる。検出した

のは北側柱に近い柱列と見られる。

　所属時期は、出土遺物が少ないため明確にはし得

ないが、概ね18世紀代のものと考えられる。

瓦敷土坑ＳＫ１（第７図）　調査区南部のＡ区で検

出した遺構である。北部は焼土坑ＳＦ４で破壊され

ている。長辺140㎝・短辺80㎝・深さ５㎝の浅い長

方形土坑である。

　土坑内部は意図的な埋積が見られる。最下層にほ

ぼ純粋な炭層（被熱痕は無い）を薄く敷き、その上

に、長軸方向に半裁した平瓦を８枚２列に整然と並

べている。平瓦の上にも純粋な炭層が置かれる。そ

して平瓦敷き部と土坑との隙間には黄色粘土が充填

されている。以上のことから、当遺構は防腐効果

（水の浸透を避ける）を意識した施設と見られる。

具体的な用途までは分からない。

　遺構の時期は、出土遺物が平瓦しかないために明

確ではないが、18世紀代を中心とした頃かと考えら

れる。

土坑ＳＫ３　調査区中央のＣ・Ｄ区交点付近で検出

した遺構である。重複関係から、pit２よりも古い

遺構である。東部は現代の撹乱坑で破壊されている

ため全体像は分からないが、南北80㎝・東西80㎝程

度の不整円形を呈する遺構と見られる。

　埋土は、炭を含んだ黄色系粘土で、人為的な埋め

戻しが考えられる。炭と黄色系粘土という点では、

先述のＳＫ１とも共通するので、一連の遺構なのか

も知れない。遺構の時期は、伴出する遺物が無いた

め不明である。

焼土坑ＳＦ４（第６図）　調査区南部のＡ区で検出

した遺構である。重複関係から、瓦敷土坑ＳＫ１よ

りも新しい。長辺110㎝・短辺60㎝・深さ25㎝ほど

で、平面は略長方形を呈する。土坑の南壁上部を中

心に被熱痕が認められ、埋土最下層には薄いながら

も炭層が見られた。土坑北壁寄りには被熱が見られ

ず、土坑法面の傾斜も緩いので、北側が焚き口に相

当するのであろう。

　埋土内からの出土遺物が無く、遺構の時期は判然

としないが、大きく見て江戸時代後期のものと見て

差し支えないものと考えられる。

落ち込みＳＺ２・５　ＳＺ２は調査区東部のＦ区、

ＳＺ５は調査区北部のＥ区で確認した。ＳＺ２は遺

構西寄りに幅20㎝程度の南北溝があり、その中に直

径12㎝程度の丸太が置かれている。丸太の脇には少

ないながらも杭が打たれており、転落予防と考えら

れる。

　ＳＺ５は東西方向の丸太が見られ、やはり横に杭

が打たれている。

　ＳＺ２とＳＺ５の丸太は直交関係にある。おそら

く両者は関連する遺構なのであろう。調査地は東部

と北部地盤が低くなっているので、この遺構は土留

めの施設と考えられる。

　遺構の時期は、出土した土器類から、19世紀前半

頃と考えられる。

石列ＳＺ６（第４図）　調査区北部のＧ区で検出し

た遺構である。南北方向の石列で、自然石を並べて

いる。表土下約30㎝で確認しているため、古く見て

も近代頃のものと考えられる。
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第２表　上野城跡（第13次）遺構一覧

遺構番号 性　格 調査区 時期 特徴・形状・計測数値など

ＳＫ１ 瓦敷土坑 Ａ区 江戸後期 土坑底面は炭、その上に半裁した平瓦を並べる。

ＳＺ２ 落ち込み Ｆ区 江戸後期 土留め遺構。遺構西端に南北方向の丸太材を杭で据える。

ＳＫ３ 土坑 Ｃ・Ｄ区 江戸後期 炭を含む。人為的に埋め戻される。ｐｉｔ２に破壊される。

ＳＦ４ 焼土坑 Ａ区 江戸後期 南北方向に長い。南側を中心に被熱。ＳＫ１を破壊する。

ＳＺ５ 落ち込み Ｅ区 江戸後期 土留め遺構。遺構南端に東西方向の丸太材を杭で据える。丸太はＳＺ２の丸太と直行方向。

ＳＺ６ 石列 Ｇ区 近代以降 南北方向の石列。

ＳＢ７ 礎石建物 Ｃ・Ｄ区 江戸後期 ｐｉｔ３・６で構成される。２基のピット間は約480㎝（１丈６尺）。礎石は滅失。

pit２ 柱穴 Ｃ・Ｄ区 江戸後期 掘立柱建物を構成する柱穴？ 付きの角材（柱材）を転用する。

pit３ 柱穴 Ｄ区 江戸後期 ＳＢ７を構成する。堀形下部に４本の杭を打ち込む。

pit６ 柱穴 Ｄ区 江戸後期 ＳＢ７を構成する。堀形下部に４本の杭を打ち込む。

第４図　調査区平面図（１: 100）

Ｇ区

Ｂ区

Ｃ区

Ｅ区
Ｆ区

Ｄ区

Ａ区
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第５図　調査区土層図（１: 50）
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第６図　主要遺構部分平面図（１: 50）
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第７図　個別遺構実測図（１: 20）
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Ⅳ　調査の成果～出土遺物～

１　概要

　上野城跡第13次調査で出土した遺物は、整理箱に

３箱（約22.5㎏）である。内訳は、中世の土師器・

陶器類、近世の土師器・陶器・磁器・瓦類のほか、

近世の木製品類である。

　実測図を第８図に示した。図示した遺物の出土地

点や詳細については、出土遺物観察表（第３表）を

参照されたい。

２　出土遺物の状況

中世の土器類（１）　中世の遺物として提示できる

ものは少ない。１は陶器擂鉢で、信楽産である。内

面には６本／1.5㎝の擂目がハケ状工具で付けられ

る。擂目の単位間は広い。畑中英二氏による信楽編

年（1）（以下、「畑中編年」）の２期新段階で、16世紀

後半頃のものと考えられる。

近世の土器類（２～16）　土師器・陶器・磁器類な

どがある。

　２は土師器小皿。ロクロ整形ではなく、手捏ねで

ある。直径４㎝程度の円盤状底部から、大きく開く

口縁部となる。近世でも前半期のものと考えられる。

　３・４は肥前産の磁器碗で、18世紀後半頃のも

の。外面には草花文が表現される（2）。３と４は同一

個体の可能性がある。

　５は緑色の鉛釉を施した軟質の陶器で、燭台の脚

部にあたる。内側は空洞なので、小形ながら底部か

ら粘土帯輪積みないしは巻き上げによって成形した

と考えられる。底面にはロクロ右回りの糸切り痕が

ある。

　６は陶器大甕で信楽産。口縁部外面は連続する凹

線状となり、口縁部内外面に紫色（灰褐色）の釉が

ハケ塗りされている。畑中編年の４期で、19世紀初

頭頃のものと考えられる。

　７は信楽産の陶器鉢（だんご鉢）。口縁部（７ａ）

と底部（７ｂ）に分けたが、同一個体である。口縁

部は外側に折り返されて全体を丸くする。外面底部

を除き、内外面には淡黄色系の釉を施す。底面はヘ

ラ切りされる。畑中編年の４期で、18世紀後半以降

のものと考えられる。

　８は信楽産の陶器で灯明皿。内面全体と外面口縁

部までの範囲に灰色系の釉が施される。内面には４

箇所のトチン痕がある。外面底部はロクロケズリ成

形である。畑中編年の４期中～新段階にあたり、19

世紀初頭頃と考えられる。

　９も信楽産の陶器で、灯明台である。口縁部の内

側に縁帯を付加し、そこに灯心受けの切り込みが付

けられる。底部はロクロケズリ成形である。底部内

面上半部から底部直上にかけて灰色系の釉が施され

る。畑中編年の５期にあたり、19世紀中葉頃と考え

られる。

　10も信楽産陶器。「せんべい壺」と俗称され、肩

部が張る形態である。外面には暗褐系の釉が施され

る。畑中編年の２期新段階（新相）にあたり、17世

紀前葉頃のものと考えられる。

　11も信楽産陶器で擂鉢。11ａと11ｂに分けたが、

同一個体である。擂目は９本／2.3㎝で、上から見

て右回りに施される。擂目どうしは接しており、密

に施されているといえる。見込みの擂目は、体部の

擂目よりも後に施される。底部外面以外は暗赤褐色

の釉が施されている。畑中編年の４期新段階にあた

り、19世紀前半頃のものと考えられる。

　12は陶器蓋で、行平鍋に伴うと考えられ、伊賀産

の可能性がある。上部には松葉状の文様を釉薬で表

現している。19世紀中葉以降のものであろう。

　13は軟質の陶器で、土瓶の蓋である。京焼ないし

は万古焼と考えられる。上部には通気孔がある。底

部は突出し、５方向に面取りされている。外面にの

み淡黄色系の釉が施され、松葉状の施文も釉薬表現

される。19世紀中葉前後のものと考えられる。

　14は陶器鉢で、いわゆる「菓子鉢」。内外面には

筆状の工具により円弧状の文様が付けられている。

瀬戸美濃産で、藤澤良祐氏による瀬戸編年（3）（以下

「藤澤編年」）の第10・11小期にあたり、19世紀中

葉頃のものである。

　15も瀬戸美濃産の陶器鉢。口縁部が外側に開き、
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第３表　上野城跡（第13次）出土遺物観察表

番号 実測
番号 様・質 器種等 地区 遺構・層名等 法量（cm） 調整・技法の特徴 胎土 色 調 残存度 特記事項

1 2-1 陶器 擂鉢 Ａ区 上部整地層 （体）－ 外；ロクロナデ
内；ロクロナデ→擂目 密 7.5ＹＲ4/2　灰褐 体部片 信楽

2 3-4 土師器 小皿 Ｇ区 整地層 （口）7.6
（高）1.0

外；ナデ→ヨコナデ
内；ナデ→ヨコナデ 密 10ＹＲ8/2　灰白 口縁3/12

3 4-4 磁器 碗 Ｄ区 ＳＺ２ （口）14.8 外；ロクロナデ→施釉（草花文）
内；ロクロナデ→施釉 密 Ｎ8/0　灰白

淡青（染付） 口縁2/12 肥前

4 2-5 磁器 碗 Ａ区 Pit１ （高台）6.0 外；ロクロナデ→施釉（畳付は無釉）
内；ロクロナデ→施釉 密 Ｎ8/0　灰白

淡青（染付） 高台2/12 肥前

5 2-3 陶器 燭台 Ａ区 上部整地層 （底）2.6 外；ロクロナデ→糸切り→施釉
内；ロクロナデ？ 密 7.5ＹＲ6/6　橙

緑（釉） 底12/12 軟質陶器

6 4-1 陶器 大甕 Ｄ区 Pit５ （口）65.5
推定

外；回転ナデ→施釉
内；回転ナデ→施釉 密 2.5Ｙ8/2　灰白

５Y4/2　灰褐（釉）
口縁1/12
未満 信楽

7 3-1 陶器 鉢 Ａ区 上部整地層 （口）31.0 外；ロクロナデ→施釉（底部下半は無釉）
内；ロクロナデ→施釉 密 2.5Ｙ7/2　灰黄

7.5Ｙ6/2　灰オリーブ 口縁2/12 信楽

8 4-2 陶器 灯明皿 Ｄ区 ＳＺ２ （口）10.8
（高）2.3

外；ロクロナデ→ロクロケズリ→施釉（口縁部）
内；ロクロナデ→施釉 密 ５Ｙ8/1　灰白

7.5Ｙ5/1　灰 口縁10/12 信楽

9 3-2 陶器 灯明台 Ａ区 上部整地層西端 （口）3.2
（高）3.7

外；ロクロナデ→ロクロケズリ→施釉（底部は無釉）
内；ロクロナデ→施釉（上半のみ） 密 2.5Ｙ7/2　灰黄

５Ｙ6/1　灰（釉） 底部完存 信楽

10 2-4 陶器 壺 Ｇ区 整地層 （体）－ 外；回転ナデ→施釉
内；回転ナデ 密 Ｎ7/0　灰

10ＹＲ3/3　暗褐（釉） 体部片 信楽　「せんべい壺」

11 1-2 陶器 擂鉢 Ａ区 上部整地層 （底）14.0 外；ロクロナデ→ケズリ→施釉
内；ロクロナデ→擂目→施釉 密 10ＹＲ8/3　浅黄橙

５ＹＲ3/2　暗赤褐（釉） 底2/12 信楽

12 4-3 陶器 蓋 Ｄ区 ＳＺ２ （口）15.6 外；ロクロナデ→ロクロケズリ→施釉（松葉文）
内；ロクロナデ→施釉 密 2.5Y4/7　浅黄

５ＹＲ5/4　赤褐（釉） 口縁3/12 伊賀？

13 4-5 陶器 蓋 Ｄ区 ＳＺ２ （口）7.2 外；ロクロナデ→施釉（松葉文）
内；ロクロナデ→ケズリ（５方向面取り） 密 2.5Y8/2　灰白

2.5Ｙ8/3　淡黄 口縁8/12 京焼？万古焼？

14 1-1 陶器 鉢 Ａ区 上部整地層 （口）31.8 外；ロクロナデ→施釉
内；ロクロナデ→施釉 密 ５Y8/1　灰白

５Ｙ8/1　灰白（釉） 口縁2/12 瀬戸美濃　「菓子鉢」

15 2-2 陶器 鉢 Ａ区 上部整地層 （口）32.0 外；ロクロナデ→施釉
内；ロクロナデ→施釉 密 2.5Y8/1　灰白

緑（釉） 口縁1/12 瀬戸美濃

16 3-3 軟質陶器 五徳状
土製品 Ａ区 上部整地層西端 （口）24.4

（高）5.1
外；ロクロナデ
内；ロクロナデ→ケズリ 密 10ＹＲ8/2　灰白 底2/12 内面に煤付着

17 6-3 木製品 漆塗部材 Ａ区 上部整地層 （長）14.3
（厚）0.6 木口部両端を斜めにカット。表面に漆塗り。 － － － 針葉樹材（杉？）

18 6-2 木製品 漆塗部材 Ａ区 上部整地層 （長）14.4
（厚）0.6 木口部両端を斜めにカット。表面に漆塗り。 － － － 針葉樹材（杉？）

19 6-1 木製品 角材 Ｃ区 pit２ （残長）63.0
（幅）30.5

丸太材を鋸によって角材（幅30.5㎝、厚さ22.8㎝）に
成形。先端に がある。 － － － 針葉樹材（杉？）

20 5-1 木製品 杭 Ｄ区 pit３ （残長）97.6
（径）17.5

外皮の着いた丸太（針葉樹材）を鋸で裁断し、先端を
杭先に加工したもの。 － － － 針葉樹材（杉？）

面を持つ。藤澤編年の第８小期以降で、18世紀後半

から19世紀前半頃のものと考えられる。

　16は軟質の陶器で、上野城跡第11次調査では「七

輪の上置」としているものである（4）。内面には煤が

付着しているので火処に置かれたことは確かである。

七輪に限定せず、五徳の機能を果たす土製品として

おく。ロクロ成形で、内面下端はケズリ成形される。

木製品類（17～20）　17・18は、板状材の木口部を

２方とも斜めに切り、一方の側面に角を丸くした抉

りを持つものである。抉り部分は一方の面に段を設

けており、その面にのみ漆が塗られている。２個体

のみ出土したが、本来は４個体で１セットとなり、

斜めに切った部分どうしを合わせて方形枠を形成し

たのではないか。そうすると、用途としては小形引

き戸の窓枠や、襖の引手枠などが考えられる。上層

の整地土層内からの出土であるため、時期的には19

世紀前半以降のものと考えられる。

　19はＣ区pit２で用いられていた角材。針葉樹材

（檜？）である。木心部を残し、側面を鋸で引いた

大型のもので、幅31㎝×23㎝である。 部も鋸引き

で成形され、 の端部は面取りされている。

　20はＤ区Pit３から出土した杭。最大径17.4㎝で、

外皮は着いたままであった。針葉樹材（杉？）であ

る。端部は鉈状の大型工具を用いて尖らされている。

その先端は元々の形として平面がある。したがって、

鋸で裁断された円柱形材の一端を鉈等で加工して杭

としたが、その際に一部削り残しができたと考えら

れる。

【註】

（1）畑中英二『信楽焼の考古学的研究』（サンライズ出版、

2003年）。なお、信楽焼製品については、畑中氏に全体的

なご教示を得た。

（2）肥前産磁器類については、堀内秀樹氏（東京大学）に

ご教示を得た。

（3）藤澤良祐ほか『愛知県史』別編窯業２中世・近世瀬戸

系（2007年）。なお、瀬戸美濃産陶器類については、藤澤

氏の全体的なご教示を得た。

（4）伊賀市教育委員会『上野城跡（第11次）発掘調査報告』

（2010年）
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第８図　出土遺物実測図（19・20は１:８、他は１:４）
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Ⅴ　調査のまとめと検討

　上野城跡第13次調査は、上野城外堀の内側、藤堂

新七郎屋敷跡の一角を調査したものである。発掘調

査は新設警察官駐在所の基礎・浄化槽部分のみとい

う狭い範囲であったが、上野城跡および藤堂新七郎

屋敷に関するいくらかの情報を得ることができた。

　ここでは、今回の調査によって得た成果と今後の

課題などについてまとめておく。

１　藤堂新七郎屋敷と発掘調査区

ａ　絵図から

　まずは藤堂新七郎屋敷の変遷を、残された絵図か

ら辿ってみよう。第９図には、江戸時代前期から後

期に至る主立った絵図面のうち、藤堂新七郎屋敷部

分を抽出して並べた（1）。これを見ると、寛永年間お

よび慶安年間の藤堂新七郎屋敷は、北向きに門を構

える敷地一所であったが、元禄年間に至ると、かつ

ての田中内蔵丞の屋敷を吸収し、南に面する一角も

占めるようになっている。この状況は文化年間の絵

図、そして、ここでは示していないが明治初頭の絵

図でも確認できる。つまり、藤堂新七郎屋敷は江戸

時代を通じ城内の同じ位置を占め、17世紀末頃に拡

大するといえる。

　なお、元禄年間の絵図では、旧田中内蔵丞屋敷部

分は「新七郎裏門」とされている。藤堂新七郎屋敷

は江戸時代を通じて北側、すなわち本丸側が正面で

あったといえる。

　藤堂新七郎家は、上野城で城代（藤堂采女家）に

次ぐ地位であったという。第９図からは、藤堂新七

郎家と同じく5,000石を給された藤堂玄蕃家のみが、

江戸時代を通じて同じ位置に屋敷を構えている状況

が確認できる。藤堂家の有力家臣であっても、同一

地点に屋敷を構え続けることは、そう容易いことで

はなかったことがここから分かる。

ｂ　屋敷表門付近の状況

　屋敷表門付近の状況がわかる絵図として、天保年

間のものがある（第10図）。これを見ると、藤堂新

七郎家も含めた北向きの屋敷列は、その北面に水路

状の施設があり、渡り橋と思しき表現でつながれて
0 5cm

寛永年間（17 世紀前半）

慶安年間（17 世紀中頃）

元禄年間（17 世紀後葉～ 18 世紀初頭）

文化年間（19 世紀前葉）

第９図　絵図から見た藤堂新七郎屋敷付近の変遷
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いる。藤堂新七郎家も含め、おおよそ敷地の中央に

渡り橋が描かれているので、表門も渡り橋の正面、

つまりは敷地中央付近にあったと見られる。

　なお、第10図には藤堂新七郎屋敷の表門西側にの

み、何かの構造物が描かれているが、これが何なの

かは不明である。

ｃ　現況比定と調査区の位置関係

　近世の上野城下絵図に描かれた屋敷地や地割と、

現況地割との関係については、やはり福井健二氏が

調査し公表している（2）。第11図はそれを基に現況地

割と合わせて示したものである。藤堂新七郎屋敷は

伊賀鉄道上野市駅のホームあたりが中心となる。表

屋敷は北側の国道163号までの間、裏屋敷は市道東

丸之内大手町線までの間となる。屋敷の規

模は、表屋敷で東西70ｍ、南北65ｍ、裏屋

敷は東西45ｍ、南北42ｍ、表・裏屋敷を含

めた南北長は約107ｍほどとなる。面積を

概算すれば、前屋敷約138坪、裏屋敷約57

坪で、合わせて195坪の屋敷地ということ

になる。

ｄ　調査成果と屋敷地の関係

　上野城跡第13次調査区は、江戸時代の上

野城との関係で見れば第11図のような位置

関係になる。第13次調査区は、藤堂新七郎

屋敷のうち、表屋敷の前方（北側）やや東寄り、と

いうことになる。この位置関係を基に、検出した遺

構の性格を考えてみよう。

土留め施設　まず、落ち込みＳＺ２・５は、調査区

北東部を維持するための土留め施設と考えられた。

つまり藤堂新七郎表屋敷の北東部側は、比較的脆弱

な地盤であったと見られる。上野城築城前の丘陵段

階で、小規模な谷状地があったのではないかと推察

される。この谷状地は、新七郎表屋敷に東接する屋

敷（第11図では西島八兵衛屋敷）まで続いていると

考えられる。

礎石建物　つぎに、pit３・６で構成される一連の

建物（礎石建物）である。この建物は、礎石下に杭
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第10図　上野城天保年間の状況（19世紀中葉）

第11図　上野城跡と現況地割りとの関係
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を打ち込んで補強する工法（ここでは、「原パイル

工法」と仮称する）を用いており、かなり重要な建

物であったことを窺わせる。門を屋敷北面の中心と

考えると、門から入って左手（東側）の建物という

ことになる。

　藤堂新七郎表屋敷については、安政２（1855）年

段階の平面図が残されている（第12図）（3）。これによ

ると、屋敷の正面左手の建物として「八畳」と記載

された建物が目に付く。この一角がどのような機能

を果たしていたのかは知り得ないが、「八畳」の西

隅に入口があり、周囲は縁側で囲まれていることを

考えると、独立した１棟の建物である可能性が高い。

ここが屋敷の鬼門（北東隅）に当たることも考慮す

れば、仏堂的な建物であった可能性も考えられよう。

　なお、pit３・６が示す遺構の時期は18世紀後半

以降である。絵図は19世紀中葉に作成されたものな

ので、少し時期的な隔たりがある。それでも、大き

く見れば江戸時代後期の範疇で把握できる。両者は

基本的には同じものを指している可能性が高いと見

ておきたい。

角柱材ピット　pit２は、角柱材を掘立柱建物状に

据えたものである。角柱材下端は 付きで、本来掘

立柱建物として利用するためのものではない。つま

り、再利用された材を用いたと考えられる。新七郎

屋敷内での役割は不明。建築材の再利用事例として

興味深い。

瓦敷土坑　瓦敷土坑ＳＫ１については、

性格を決める明確な決め手に欠ける。pit

３・６で構成される建物が、pit３を北

西角とする建物と考えた場合、ＳＫ１は

その西側の外にあたる。何らかの関連施

設とも考えられるが、確証がない。

焼土坑　焼土坑ＳＦ４も性格は不明であ

る。ＳＫ１よりも新しいが、やはりpit

３・６で構成される建物の西側外である。

関連も考えられるが、よく分からない。

２　「プレ・パイル工法」の意義

　pit３・６では、４本の杭をまとめて

打ち込んでいる状況が確認された。これ

は、礎石建物の礎石沈下を防ぐ工法とし

て評価できる。現在も沈下防止のために立杭を打ち

込んで補強する工法があり、パイル工法と呼ばれて

いる。今回の調査で確認された事例は現在のそれと

同種名ものと考えられるため、ここでは「プレ・パ

イル工法」と仮称する。

　徳島城下町遺跡の調査研究を進めた石尾和仁氏に

よれば、プレ・パイル工法は徳島城下町遺跡（徳島

市）のほか、土浦城跡（茨城県土浦市）、飯田町遺

跡（東京都）、松本城下町遺跡（長野県松本市）な

どでも確認されている（4）。また、最近では杵築城跡

（大分県杵築市）での確認も報告されている（5）。

　プレ・パイル工法は、軟弱な土地で重圧を支える

礎石建物に対して用いられる工法であるといえる。

藤堂新七郎屋敷では、上部の礎石こそ失われていた

が、杭の先端は下部の極めて締まりの良い砂層にま

で達していた。同種の遺構として、低地部に築かれ

た近世城郭石垣に、導木と供に立杭の用いられてい

る事例が確認できる（6）。

　以上のことからプレ・パイル工法は、近世遺跡、

とくに軟弱な地盤において重圧を支える構造物の補

助的な工法として、礎石下・石垣下などで用いられ

るものといえる。礎石や石垣など、強い重量の付加

する工法に伴って発生したと考えられる。同じ目的

を過去に遡って求めれば、古代の版築技法が相当す

るのだろうが、中世の段階に相当するものが見当た

らない。今後の検討課題である。

第12図　「新七郎様御表屋敷」（安政２年、平野氏蔵）
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　なお、上野城跡ではプレ・パイル工法が家臣団屋

敷に認められることを重視したい。家臣団屋敷以上

に重要な施設である本丸やその他の建物には、同種

の、もしくはそれ以上に高度な技術が用いられてい

ると考えられる。

３　出土遺物の傾向から

ａ　中世の遺物

　今回の調査では、16世紀以前に相当する遺物は信

楽産擂鉢のみ（第８図１）だが、これにより、当該

調査地付近に16世紀頃の遺構が存在する可能性が出

てきた。

　16世紀末頃の当地は、豊臣政権下で大和より移封

された筒井氏が城郭を築いている。それ以前は、伊

賀惣国一揆の拠点と言われる平楽寺があったという。

今後の調査では、これらの遺跡を念頭に置いた調査

が望まれる。

ｂ　近世の遺物

　遺跡の中心は近世だが、出土遺物は少ない。

瀬戸美濃系　江戸時代後期から幕末にかけての遺物

が見られる。数量的には多くない。また、特別な器

種といえるものもとくに見当たらない。

　瀬戸美濃系の陶磁器類は、上野城下町第５次調査

（農人町地点）でも一定量の出土が確認できる（7）。

近世の上野盆地には、瀬戸美濃系陶磁器が一定量搬

入される物流網があったとすることができる。

伊賀信楽系　今回の調査で最も多く出土したのが信

楽系陶器類である。華奢品・高級品は無い。上野城

下町遺跡第５次調査（農人町地点）でも、構成比率

の最も高いのが信楽系陶器である。上野城跡第11次

調査（8）でも、多くの信楽系陶器類が出土している。

肥前系　数量的には少ないが、碗が認められた。上

野城下町遺跡第５次調査（農人町地点）でも一定量

の出土が確認されている。

その他　鉛釉陶器（第８図５）や五徳状土製品（第

８図16）などがある。系譜は今後の課題だが、五徳

状土製品は上野城跡第11次調査でも出土している。

出土遺物の傾向と評価　今回の発掘調査では、出土

遺物は少なく、江戸時代でも後期以降のものが中心

である。これは、第13次調査区が藤堂新七郎屋敷の

なかでも表門に近い位置にあたることとも関係して

いると考えられる。近世の屋敷地における出土遺物

は、その「オモテ」には少なく、「ウラ」に多いこ

とが確認されている（9）。今回の状況は、調査地の位

置が屋敷地の「オモテ」であることに起因すると見

ておく。

４　総括

　以上、上野城跡第13次調査の成果について見てき

た。上野城跡では、家臣団屋敷にかかる調査は旧崇

廣堂の調査（10）（崇廣堂以前は藤堂織部らの家臣屋敷

であった）以外はあまり無い。この状況下で、藤堂

新七郎屋敷の調査成果は、小規模とはいえ極めて貴

重であるといえる。

　また、「プレ・パイル工法」とした土木技術が用

いられていたことも重要な発見である。当時の土木

技術が優れたものであったことを物語っている。

　今回のような小規模調査であっても、かなり重要

な成果の得られることがわかる。今後の情報蓄積が

重要である。

【註】

（1）絵図は、福井健二『絵図からみた上野城』（（財）伊賀

文化産業協会、2010年）から引用した。

（2）福井健二「上野城」（『定本・三重県の城』㈱郷土出版

社、1991年）。

（3）平野健一氏所蔵、前掲福井氏『絵図からみた上野城』

に掲載されているものを引用した。

（4）石尾和仁『徳島城下町研究序説』（徳島教育印刷、2003

年）

（5）杵築市教育委員会「第２回杵築中学校校舎建設予定

地発掘調査（杵築城下町遺跡〔藩主御殿〕）現地説明会資

料」（2013年）。なお、杵築城跡の事例については、吉田

和彦氏から丁寧にご教示頂いた。

（6）愛知県埋蔵文化財センター『清洲城下町遺跡Ⅷ』（2002

年）

（7）三重県埋蔵文化財センター『上野城下町遺跡（第５次）

発掘調査報告』（2014年）。以下、上野城下町遺跡第５次調

査については、この文献に拠る。

（8）伊賀市教育委員会『上野城跡（第11次）発掘調査報告』

（2010年）。以下、上野城跡第11次調査については、この

文献に拠る。

（9）伊勢参宮街道沿いの島貫宿を調査した雲出島貫遺跡第

２次調査を事例として挙げておく。三重県埋蔵文化財セン

ター『嶋抜Ⅱ』（2000年）。

【参考文献】

・平松令三監修『三重県の地名』（日本歴史地名大系24、

平凡社､1983年）

・三重県『三重県史』資料編考古２（2008年）
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写 真 図 版

　Ｄ区全景（東から）
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　Ａ区南壁土層（北西から）

写真図版１

　Ｄ区全景（東から）

遺 

構 

（1）
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　Ｄ区ＳＢ７（東から）

写真図版２

遺 

構 

（2）

　Ｃ区ｐｉｔ２・ＳＦ４付近（南から）
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　Ｄ区ｐｉｔ３（西から）

写真図版３

　Ｄ区ｐｉｔ６・Ｆ区ＳＺ２（東から）

遺 

構 

（3）
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　Ｇ区全景（南から）

写真図版４
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城跡 近世 柱穴（４本杭伴う）
瓦敷土坑
焼土坑

土師器・陶器・磁器 柱穴は「プレ・パイル
工法」

要
　
　
　
約

　上野城跡は、慶長16（1611）年に入部した藤堂高虎により、それまでの筒井氏段階の城を大改修して造成
された近世城郭である。今回の調査地は、城郭外堀の内側に配置された家臣団屋敷のうち、藤堂新七郎屋
敷（表屋敷）に相当する地点である。
　発掘調査の結果、柱穴や土留め遺構・瓦敷土坑・焼土坑などが確認された。注目できるのは、柱穴下部
に４本の杭を打ち込み、礎石を支えたと考えられる遺構（プレ・パイル工法）が検出されたことである。
脆弱な地盤に付加重量の大きい建物を造立する場合の工夫と考えられる。家臣団屋敷に高度な技術の用い
られたことが注目できる。
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